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1　は　じ　め　に

コムギカルスの再分化能の品種間差異については，既に

報告■）したが，その組織培養技術を細胞選抜，プロトプラ

スト培養等に利用するためには，カルスの再分化能が長期

に渡り維持されるカルスを選抜する必要がある。そのため，

コムギ多数品種についてカルスを長期間培養した時に再分
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化能がどのように変化するか調査した。

2　実　験　方　法

東北農業試験場作物開発部麦育種研究室で標準栽培され

たコムギ31品種を供試して既報1〉によりカルスを誘導した。

カルスの長期培養と再分化能の調査は．図1のように行っ

た。培養4週間目（コムギ未熟胚を培養始めた時を基準，
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再分化率の調査は，培養4，8，24，16，32，40週間目に行った。

以後同じ）にカルスを二分し，一方を継代培地（MS培地－

2．4－D2叩／1），一方を再分化培地（MS・0培地－

ホルモンフリー）に植え継いだ。継代培地に植え継いだカ

ルスは，4週間毎に同じMS培地に植え継ぎ，8，16，24，

32．40週間目の時にカルスを二分し，一方を再分化培地に

移植し再分化能を調査した。再分化培地に移植したカルス

は，4週間後に再分化率を調査し，その時点で再分化して

いないカルスは，同じMS・0培地に移植し更に4週間培

養1　コムギ未熟胚カルスの40過までの累横再分化率

葦して再分化率を調査した。

3　試験結果及び考案

供試したコムギ31品種の40過までの累積再分化率をクラ

ス別に表1に示した。累積再分化率は50％以上の品種が多

いが，累積再分化率は，0％～100％まで品種により差が

あり，国内の品種，外国の品種ともに品種により累積再分

化率に差が見られた。

再 分 化 率 l％l 品　　　 種　　　 名　　 （カ ル ス 数 ）

0 ≦　 ＜ 10 K os av a （93）

10 ≦　 く 20

20 ≦　 ＜ 30 E m ik a （49）

30 ≦　 ＜ 40 さび 系40号 （17 ），ナ ンブコムギ （188 ）， ワ カマツコムギ （136 ）

40 ≦　 ＜ 50 P lis k a （84 ），農 林 27号 （98 ），D elta （98 ）

50 ≦　 ＜ 6 0 ユ キ チ ャボ （186 ）， キ タカ ミコムギ （79 ）

60 ≦　 ＜ 70
フ クホ コムギ （14 0 ），F 122 （3 1），ハ チマ ンコムギ （1 11），

V a lu jevsk a ya （6 5）

70 ≦　 ＜ 80 シ ロガネコムギ （25 ），農林 10号 （59 ），S to zh er （78 ）．東 北 190 号 （84 ），Al b a （22 ）

8 0 ≦　 ＜ 90
トヨホ コムギ （93 ）， ミクニコムギ （95）‥ 農林6 1号 （5 5），東北 144号 （146 ）．

東 北 185号 （2 13 ），ア オパ コムギ （2 12），S te rn a （99 ），V en tn o r （5）．北見59号 （7）

9 0 ≦　 ＜ 100 シモ フサ コムギ （72 ）．中間母本農 3 号 （4 ），P l 173 438 （28 ）
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培養4週間目～40週間目までのコムギ31品種のカルスか

らの再分化率の推移を図2と図3に示した。再分化率は，

培養期間が長くなるにしたがいすべての品種で急速に減少

し，24週間目で3分の2の22品種は再分化率が0％になっ

た。31品種の中で培養40週間目まで再分化するカルスを

維持したのは．トヨホコムギ（40週間目の再分化率，3．4

％），シモフサコムギ（同9．5％），東北144号（同，

0．7％）．アオパコムギ（同1．1％），の4品種で，これ

らはすべて日本のコムギ品種であった。この4品種は，4

週間目のカルスからの再分化率もそれぞれ，80．0％，93，1

％，78．8％，83．5％と高かった。長期間再分化能を維持さ

せるためには，初期にもカルスからの再分化率が高い品種

を選抜しなければならないと推定される。PI173438や

Sternaは4週間E］の再分化率がそれぞれ92．9％，84．8％

であったが．24週間目には再分化率が0％になった。

国2　コムギ未熟胚カルスの再分化率の推移（日
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図3　コムギ未熟胚カルスの再分化率の推移ほ）

4　ま　　と　　め

コムギ未熟胚カルスの再分化率はカルスの培養期間が長

くなるにしたがい急速に低下したが，日本のコムギ4品種

で培養期間40週目のカルスでも再分化能を維持しているカ

ルスが得られた。これらの品種は，培養4週間目でも再分

化率が高かった。コムギのカルスを用いる実験には，再分

化率が高く，かつ，再分化率が長期間維持される品種を，

用いる必要があると考えられる。
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